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技術史か らみ た現代社会
久保 修治
(平成元年12月20日受理)
要 旨
過去に お い て起きた い く つ か の産業上 の 革命に つ い て , 起きた背景とそれが その社会に与えたイ
ン パ クトに つ い て述べ て い る｡ そうして 人類が技術を積みあげながら, 人類の 活動範囲を飛躍的に
拡大させ た こ とを人間の 器官と対比 しながら示 して い る｡_
今日 の情報社会 の特色を企業を例に 説明し, こ の社会は過去 の 高度工業社会に 続くポス ト工業社
会であるこ とを論じて い る｡
今まで人類が なしとげて きた量的な活動範囲の 拡大では地 球上 の 生 態系 が 崩れる こ と に なり,
人類の将来を考える と質的な拡大に転換すべ き であると説 い て い る｡
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1 . まえがき
歴史書の殆 ん どが政治 ･ 経済を中心 に記述
されて い る｡ 近年技術が発展して社会 に大 き
なイ ン パ クトを与えて おり,.技術を無視 して
現代社会に つ い て語れなくな っ て きて い る
'
.
技術は自然 の仕組み を応用 して , 人間の 営
みに役立て る手法 である ｡ しか し, 古代にお
ける 4大発明として知 られるIr製紙 ･羅針盤 ･
火 薬 ･ 印刷｣ は いずれも中国で生まれながら,
近代科学は中国でなく, ギリシ ャ 思想を根 ざす
ヨ ー ロ ッ パ で生まれて い る. 古代 では科学は 技
術 とか い 離し, む しろ哲学に近く位置 して い
た ｡ 近代に なり両者 の 間の 関係 が次第に い り
こん できて , お互 い が 自身の 動機 を見 つ け合
う相互性の 強 い 関係 に な っ た ｡ そうして, 技
産業情報学科
術が 巨大化 して社会に与え る･影響が大 きくな
ると, 政府に よ っ て サポ ー トされた組織に よ
っ て技術 が開発され, 促進されるまでに至 っ
て い る｡
我々 は い ま情報社会 で生活 して い るが, そ
の ため に却 っ て現代 の社会を客観的に把えに
く い 面が ある｡ こ , で は, 技術活動 の 流れを
通 じて , 現在 の社会を眺め ようとした大きな
課題に対する小さ な挑戦であ る｡
2 . 技術史の概観
現代社会を考え るまえに ,
■ 過去 の 人類 の 活
動を技術 の 面か ら簡単に ふ りか えろう｡
2･ 1 狩猟採集社会
人間が2本足立 ちする と, 手の 働きと関連
して 頭脳 が発達 した と い われる ｡ そうして 手
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の働きを助ける器具 一 道具 - が生まれる ｡ ア
フ リカの 化石調査 の結果に よると, 前期 旧石
器時代 (化石 人類の 最初期) にすでに道具を
使用 しながら, 複数の 人間が相互 の協力で狩
猟し, 恵まれ か 一体力を補 っ て い た と いう｡
道具の 材料は石 ･ 貝そうして動物 の骨 など加
工 が容易な天然材であ っ た ｡
2
.2 農耕社会
農耕文化の 起源をティ グリス ･ ユ ー フ ラテ
ィ ス 流域に求め て い る歴史書が多い ｡ しか し,
最近の 説 ではイ ン ド東部か ら東南ア ジ アにお
ける熱帯モ ン ス ー ン 地帯にお い て15,000年前
1)
に はじまり, 麦作では なく根菜農業 であ っ た
と い う｡
根菜型の 農業は集約度の 高い春作型農業 と
羊 ･ 豚 などを家畜化 し共生する生活 へ と次第
に変え なが ら, ティ グリス ･ ユ ー フ ラティ ス
流域 ･ ガ ン ジ ス 河 ･ 黄河 ･ ナイ ル河の 大河川
附近に定着し, 大規模な農耕村落が形成され
た ｡ 村落が形成させ ると, 村落間や人間同志
の 戟 い が起 るようになり, ア ダム とイ ヴは楽
園を去り, 人類は文明え と旅立ちをする｡
道具か ら機械 - の発展は7 - 8世紀 の ヨ -
すき
ロ ッ パ に 使 わ れ た 翠 に み る こ と が で き る
(図1)｡ 制御機能と動 力機能とに 分離され
2〕
図1 農耕機械
一 撃
て おり, 前者に は1 人の 人間, 後者に は力の
強 い 家畜が つ き, 土 を深く耕し, 作業能率が
向上する ｡ こ の 期の 機械 は農耕用 ･ 紡織用 で
あり, 動力として動物 ･ 水車 ･ 風車が用 い ら
れた｡
ヨ ー ロ ッ パ も10世紀に入る と, 社会が安定
し交易も盛 ん に な r), 当時最も進 ん だ ア ラ
ビ アの 文化が とり い れられた｡ こ の ような背
景の もと で, 北イタリア の 都市を中心 に交易
で力を つ けた商人たち が独 自の 文化運動 (ル
ネ ッ サ ン ス) を展開する ｡ 市民 レ ベ ル の こ の
運動 は農業技術 の ほ か に, 永車 ･ 時計 ･ 紡績
機械 ･ 造船技術 によ い 影響を与え, ア メ リ カ
大陸の 発見に代表される大航海時代の礎 にな
っ た ｡
グ ー テ ン ペ ル グの 活版 印刷機の 発明もその
影響を受けた もの の 1 つ である ｡ 彼以前の唐
時代に, 版木を文字に刻ん で紙に 印刷 し仏典
を作っ て い たが ,極め て幼稚な方法であ っ た ｡
彼は 同じ大きさの 活字を作り, それの 組合せ
で文章がで きる ことを考えた ｡ こうして大量
印刷 へ の 道を開き, 知識を万人の 共有の もの
としたの である ｡
科 学の 分 野に お け る影 響と して, ガ リ レ
オ, トリ チ エ リ, パ ス カ ル などの登場で力学 ･
真空分野 の進歩があげられる ｡ 古代ギリシ ャ
の 観念がキリ ス ト教理 と結び つ い た 天動 説や
(3)
真空嫌悪説が次 々 と打破された ｡ 真空の 存在
が確認され, 大気圧 が実証 される と真 空ポ ン
プが考案された ｡ こ れが蒸気機関と結 び つ い
て産業革命 の 原動力と な っ た ｡
2.3 第1次産業革命と エ業社会 の 出現
18世 紀 の イ ギリ ス に は じま っ た 産業 革命
は , 機械 の 動力 と して 蒸気 機関 が 出現 し た
こ と , 牧歌的な家内工業か ら煙突に象徴され
る大工場制 に変 っ た こ と に特色が ある ｡
こ の 事命の 起点と な っ た の はJ ･ ワ ッ トが
"
ヤ カ ン の ふ たを蒸気が もちあげる
"
の発想
か ら でなか っ た ｡ 以下, 何故 にイ ギ)) ス で産
技術史か ら み た 現代社会
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図2 英国で行なわれ た三角貿易の概要
業革命が起きたか を考え る｡
大航海時代を拓 い たポ ル トガ ル ･ ス ペ イ ン
にか わ っ て, 16世紀末に イギリス ･ オ ラン ダ
が登場す る｡ イ ギリス は これまで の毛織物に
加えて , イ ン ドで盛ん で あ っ た綿織物を主要
産業 と して選 び力を注 ぎ, 三角貿易 (図2)
で国力 が充実する ｡ イ ン ドと の 対抗上綿織物
機械 に力を注 い だ結果, 鉄 の 需要が増大 し,
その 生産に必要な木材 (木炭) が不足する｡
そこ で石炭に切りかえ るが, 炭鉱を掘り進ん
でゆくうちにすぐれた排水 ポ ン プ が必要 とな
っ た ｡
他方, ポ ン プや蒸気機関に関する 当時の 状
況をみ る と,
1682年ボイル(英) イタリヤ で ガリ レ オ の仕
事を学び, これをもとに ピ ス トン ポ ン プを発
明
1695年 ド ニ パ パ ン(仏) 大気圧 ピ ス トン 蒸気
機関を発 明
1712年 セ イ ヴアリ(英) 鉢山用揚水機と して
の 蒸気 ポ ン プ で特許取得
1763年 ニ ュ ー コ メ ン(英) 蒸気機関を実用化
1765年J ･ ワ ッ ト(英) 蒸気機関を完成
1 776年J ･ ワ ッ ト(英) 中ぐり旋盤 を用 い て ,
蒸気機関の精度向上 ｡
3)
真 空嫌悪説に対する実験か ら真 空ポ ン プ が
考案 され, それ が蒸気機 関 - と発展する が,
これ を最初 に実用化 したの がT ･ ニ ュ ー コ メ
ン であ っ た . しか し, 同 一 シ リ ン ダ の なか で
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図3 ニ ュ ー コ メ ン の 蒸気機関
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図4 ワ ッ ト の 蒸気機関
4)
加熱 と冷却 が繰返 さ
~
れる ため に極め て熱効率
が悪か っ た (図3). J ･ ワ ッ トは シリ ン ダか
ら コ ン デン サ (復水器) を分離し (図 4), し
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か もウイ ルキ ン ス の考案した中ぐり旋盤を採
用 して機関の 寸法精 度と熱効率 をあげて い
る ｡
蒸気機関が1790年に紡績機,1807年 に汽船,
1814年に汽車に それぞれ導入された ｡ とくに
汽車の 出現 で石炭輸送が発展し, しか も石炭
コ ー クス 炉の 出現で製鉄能力が飛躍的に向上
する｡ 鉄道 の建設は その 関連業界に著し い影
響を与え た｡ こうして蒸気機関と鉄 を中心 に
イ ギリ ス 産業界が たくましく生長する｡
2.4 産業革命後の展開
イ ギリ ス の 産業革命は19世紀前半に フ ラン
ス に, 後半に は ドイ ツ - と波及する ｡ これ ら
の国では こ の期 と相前後 して封建制の殻 が市
民レ ベ ル で 打破され, 新しい 文化 が創造され
て い るの が興味深 い ｡
技術 と科学との 関係でみ る と, ギリ シ ャ 時
代で は両者が完全 に分離されて い たが , 近代
には徐々 に結び つ き, 産業革命以後両者の 交
流が 強ま っ て い る ｡
一 般 に技術 の展開に とも
な っ て別 の 技術的課題が生まれ, こ の ため に
こ れらを包括する科学的視野が必要となる ｡
蒸気機関の 場合には熱力学 ･ エ ネ ル ギ ー ･ 気
体化学な どがそれに相当する ｡ ヨ ー ロ ッ パ で
はその 後の 諸技術 の 発展を背景に様々 の 自然
が科学的認識の 対称 とな っ た ｡ その なか で と
く に顕著な発展をみ たの が化学 と電気の 分野
であ っ た ｡
蒸気機関が出現 した頃, ラ ヴ ァ ジ ェ(仏)が
ギリシ ャ 時代の物質4元素説や錬金術 に代表
され る古 い 物質観 を打破 して い る ｡ 彼の 燃焼
論以後, 急速 に近代化学が築か れ た ｡ 1808年
に ダル トン が単体は 同
一 種 の 原子の 集まりで
ある こ と, 化合物は 2種以上 の 原子が
一 定の
割合 で結合す る粒子 の集まりとする原子論を
発表する ｡ 1869年 に メ ン デ レ フ が 元素の 周期
律性を発見し, 元素 の概念も次第に明 らか に
な っ て く る ｡ こう して 自然界に 存在する 多様
な物質も体系化 され たイ メ
ー ジ と して認 識さ
れてく る｡
電気に つ い て は人間が体験 できる自然対象
物は静電気 の み であり, 電気 の性質を知る手
がか りが少 なく, こ の 学問の 誕生は 比較的遅
い ｡ 1800年に ボ ル タ(伊)が電池を発明 し人工
的に電気が作れ るように なると, 急速に 電気
学が構築され た ｡ 電気 の性質を解明 した著名
人に エ ル ス テ ッ ド, オ ー ム , ア ン ペ ア, フ ァ
5)
ラディ が あげられる が, 彼等の 仕事 は1800-
1830年代でなされ た ｡ 1837年に電信機, 1880
年に電球 がすでに 発明 さ れて おり, 電気学が
い か に応用 と密着して い るか が わか る ｡ 電波
の 正体 に つ い ては マ ッ クス ウ ェ ル と ヘ ル ツ か
1864年 と1888年 に そ れ ぞ れ解明 し て お り,
1900年前後 に は すで に 無線通信 に 応用 さ れ
た ｡
電気 ｡ 化学を中心と した科学が ヨ ー ロ ッ パ
で創られた が, こ れが新大陸に移植さ れ, 第
2次産業革命 として花開く の であ っ た｡
2.5 第2次産業革命と高度 工 業社会
私達は い ま家庭電機で家事労働か ら, 工場
では オ ー トメ ー シ ョ ン に よ っ て 肉体労働 か ら
解放 され, その 余暇時間を マ イ カ で楽 しめ る
ように な っ た ｡ また通信機器 の発達 で世界中
の 情報 を寸時に 入手 し, 世界中の 人々 と自由
に会話が できるように な っ た ｡ こ れらの 現代
を象徴する文 明を享受で きるは第2次産業革
命の 賜 である｡
こ の 革命 に よ っ て 我々 の 活動 範囲 が 空 間
的 ･ 時間的に指数関数的に拡大され た ばか り
か , その 波及範囲は第 1次産業革命 で は 工場
に 限定さ れた の に対 し, 家庭 や個 人にま で及
ん で い る ｡ こ の ため , 第 2次産業革命に よ っ
てもた らされた 社会 を高度工業社会 と呼ば れ
る ｡
こ ､ で こ の革命の 特色を改め て整理 した あ
と で, 何故 に ヨ
ー ロ ッ パ で は なく, ア メ 1) カ
で起きた か を考察した い ｡
こ の 事命 の特色を以下 の 4 つ に 大別する :
技術史か ら み た現代社会
(i) 大量生産方式 現代の 工場生産シス テ
ム の基礎に な っ て い る の は機械部品を標準化
し部品に互換性 を も たせ た 互 換性生 産方 式
であり, 他 の 1 つ は生産工程を科学的基礎 の
うえ で管理 し賃金制度を合理化した テイラ の
科学的作業管理 シス テム であ る｡ T型フ ォ ー
ド車 は こ の 両者を継承 し発展させ た ベ ル ト コ
ン ベ ア 方式に よ っ て, 自動車を大衆の もの と
した大量生産方式の 代表例 である ｡ その ご生
産 の 自動化 (オ ー トメ ー シ ョ ン) と大量販売
シス テ ム に よっ て, 各種 の 商品が安価 に豊富
に市場 にで まわる こ とに な っ た ｡
(ii) 石油 の 利用 .
蒸気機関にか わり石油 エ ン ジ ン が登場し,
飛行機, 自動車, 高性能船舶が 出現する ｡ こ
うして石油の 重要性 が認め られると, 石油の
戦略をめ ぐ っ て第2次世界大戦を誘発する要
因に ま でな っ た｡
第2次大戦後 , 世 界的に石油探査 が盛 んに
なり大規模油 田の発見で安 い 電力が得られ る
ようにな っ た｡ 20世紀後半には合成有機化学
が発達し, プ ラス チ ッ クス ･ 合成繊維 ･ 合成
ゴ ム ･ 各種薬 品な どが石油 で合成さ
.
れる こ と
に な っ た ｡
(iii) 電気機器と エ レ クト ロ ニ クス の発展
電気機器 は エ ネ ル ギ ー 変換が容易 で, クリ
ー ン である ｡ 大量生産方式で作られ た安価な
機械 が家庭に まで普及 し, 家事革命 を起 こす｡
工場で は電気の 制御性の よさ か ら生産の 自動
化 が進み 肉体労働を減少さ せ る ｡ さ らに通信
機器が遠方と の交信を促進させ た ｡
(iv) 多様な材料の取得 20世紀 に入り, 令
種の 材料 の 合成を可能とし, 多様な物質の特
性がそれぞれの 用途 に活か さ れた ｡すなわち,
金属 : ア ル ミ ニ ウ ム , チタ ン , 各種合金
無機材料 :肥料 , 薬品, ガ ラ ス , セ ラミ ッ クス
有機材科 : 医薬品, 合成繊 維, 合成 ゴム , プ
ラス チ ッ ク ス , 染料 , 洗剤 など｡
つ ぎに こ の 産業革命が ア メ リ カ で起きた背
景 に つ い て考察する ｡
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南北戟争 (1861- 1865年) 頃まで の アメ リ
カ は食糧や工業原料をイ ギリス に輸出し, 製
品を輸 入する農業国であ っ た ｡ しか し, こ の
戟争で北部が勝利に終 る と, こ れを契機とし
て 工業国 へ の 道を歩む こ とに なる｡ そうして
1910年 に ははやく もイ ギリ ス を抜 い て世界第
1位の 工業国とな っ た ｡
｢ア メリカ の 工業化を特徴づ けた もの は ,
それが 民間人の 旺盛 な企業家精神に よ っ て遂
行された こ と, 一 方 の 側に おけ る労働力 の不
足と他方の側 にお ける広大な国内需要と い う
条件に もと づ い て初発か ら機械化 , 標準化,
大量生産化 と い う傾 向が優先した こ と, 水運
や鉄道建設な どの 輸送機関に対して政府が公
共投資を行な い , また保護関税.政策によ っ て
初期 の 工業化 を援助 した こ と, 不断の 技術革
新の 要因と して義務教育や技術教育の普及 が
6)
はか られた こ とな どである｡｣ ｢新興国ア メリ
カ は, イ ギリス の 技術や産業 を学ぶ こ とを通
じて , ･それらの 最も適するような社会的 ･ 経
6)
済的環境を作りあげた と い っ てよ い ｡ ｣
工業化 の源 である技術開発 でみ る と, 1870
年以降の ア メ リ カの 世界的発明が群を抜い て
い る の が 印象的で ある｡ 20世紀初期 の30年間
をと っ て も, 電話, 蓄音機, 白熱電球, 蛍光
灯, 誘導モ ー タ, 真空管, ラジオな ど目白押
しで, 電気応用機器 が多 い ｡ こ の ため に 高性
能な発電機が開発され, 大規模な発電所が建
設され た｡
2.6 情報社会の 萌芽
現代社会に おける - - ドゥ ェ ア の代表選手
は コ ン ピ ュ ー タ と通信 セあるけれ ど, こ れら
が現代社会 の 前の 高度工業社会ですでに萌芽
して い た こ とを以下に 述 べ る｡
20世紀前半に飛行機 , 自動車, 電気機関車
などの 各種 交通輸送機関が出現 し,･ま た原子
爆弾, ナイ ロ ン , ペ ニ シリ ン な どが発明され
た ｡ さ らに こ の 期 には ラジ オ, テ レ ビ ,_ レ
ー
ダに代表 さ れ る通信 技術 の 発 展 が あげ られ
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る o こ の 通信分野の 推進役 は第1次 ･ 第2 次
世界大戦を通 じて の戦争で あり, 技術的に は
真空管の 出現 であ っ た ｡
1904年に 2極管(検波用), 1906年に 3極管
(増巾用) が いずれもア メリカで発 明され, 真
空管 エ レ クトロ ニ クス 時代が到来する｡ しか
し, 第2次大戦中の飛行機の 検知 に活躍した
レ ー ダの 高性能化 には真空管の 特性 に限界が
ある こ とが わか る と, 国家プ ロ ジ ェ ク トと し
て固体検波器 の 改良が なされたこ こ の 成果 を
引継ぎ, ベ ル研 究所の近代的研究手法 によ っ
て1948年に トラ ン ジ ス タが発明された ｡
トラン ジ ス タ の 誕生後も, その 電気 回路が
真空管時代の ま ゝ であ るとの 反省 と電子機器
の 小型軽量化 に対する軍の 強 い 要請か ら, ト
ラン ジ ス タの 発明 の10年後に集積 回路 が誕生
する｡
他方 コ ン ピ ュ ー タ の 実用第1号は1946年の
ペ ン シ ル ベ ニ ヤ 大学によ っ て陸軍の 弾道計算
用と して開発 された E N IA C である ｡ しか し,
1万 8千本の真空管で構成されて い たため に
修理 に手間どり, 殆ん ど用が なさなか っ た と
い われる ｡ .
コ ン ピ ュ ー タ の本格的な実用 は集
積 回路が採用されだした1960年代後半か らで
あ っ た ｡
現在, 全世界に即時に情報を提供して い る
静止衛星も第2次大戦中に ドイ ツ が 開発した
ロ ケ ッ トに端を発 してお り, こうしてみ る と
現代情報社会を象徴する技術は戦争と いうプ
ロ ジ ェ クトで なされたと い えよう｡
3 . 情報社会
い まま で い われ て き た生産 の 3要素 は 素
材 ･ 労働 ･ 労働手段 であ っ た ｡ 機械 の 助けを
借りた労働 によ っ て , 素材か ら有用な財を作
り だすの が生産で あり, 工場 で い か に効率よ
く大量 に生産する の が最大の 目標 であ っ た ｡
現代 でも こ の 原則 は間違 っ ては い ない ｡ し
か し現在 では上記の 3要素を基礎に お い て,
何 を作るか が重要な課題と な っ て い る ｡ 企業
の側 では ｢ どの ように商品に個性をもたせ,
特長ずけして差別化 を図るか ｣, そうして｢変
化する ユ ー ザ の ニ ー ズ を い か に先取りする
か｣ が最大 の 関心事に な っ てきて い る ｡ した
が っ て商品生産の 3要素 としで情報 ･ 素材 ･
加工 と した方が的をえて い る ｡
(%)
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図 5 総務庁の 国民生 活に関する世論調査結
果 (50年 - 58年)
図5 でも明 らか なように, 昭和53年以後 ,
物の 豊か さよりも心 の 豊か さを求め る人が多
くなり, 年 々 その傾 向が 強ま っ て い る ｡ 人類
が有史以来営々 と築 きあげてきた英知 によ っ
て生活 に必要な物餐が充足された結果, 生産
者は
"
い か に作るか
"
か ら
"
何を作るか
''
に,
したが っ て商品は生産者指 向か ら消費者指 向
に シフ トした こ とを示 して い る｡
世界の 先進国で は 1次産業 が減少, 2次産
業 が 頭打 ち, 3 次産業 が増加 して い る の が
1970年代か ら1980年代にか けての 一 般 的情況
である ｡ 日本 でも3次産業は就業者数で50%
を越えてお り, また製造業か ら情報関連分 野
へ の 進出が 目立 っ て い る ｡ 製造業 の なか でも
研 究 ･ 開発職 , 事務職, 設計職, 営業職 と い
っ た職種 の 比率が高く, しか も年々 増えつ づ
けて い る の が現状 である ｡ 図6 に はアメ リ カ
に おける職種別の 年次推移を示 して い る ｡ 近
年情報職 の 著しい 増加 が 目立 つ が, 日本 でも
同様 であろう｡ した が っ て, 従来 の産業別構
成に よる分類よりもむ しろ職種別 に よる分類
の 方が産業の 実態をよく表すようにな っ た ｡
技術史か らみ た現代社会
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図 6 米国に おける労働人口 比率の 推移
7)
高度工業社会の オ ー トメ ー シ ョ ン は鉄鋼 ･
化学産業 のような素材産業の プラン トが中心
で なされ, 少品種大量生産向であ っ た｡ 機械
工業でみ られる部 品組立作業 では , コ ン ベ ア
の 生産シス テム に人間の 作業 がく み こ まれて
い た｡ マ イク ロ コ ン ピ ュ ー タ の 出現 で NC 工
作機械や ロ ボ ッ トが 工 場生産に 活躍する と
F MS(柔軟 な生産シ ス テム) が 可能となり,
現代の 多様化し変化 の 激 しい 市場 ニ ー ズ に対
応で きる多品種少量生産シ ス テム が構築さ れ
た｡ こうして ロ ボ ッ トが労働を生産シス テム
側か ら人間側に戻した意義は大き い ｡
製造 に従事す る人達の 省力化 が進 む なか
で, ｢何を作るか ｣ に関与する営業 ･ 企画 ･ 開
発 ･設計部門の 比重 が企業内で高ま っ て い る｡
営業部門では単に物を販売する だけで なく ,
市場の動 向を把握する業務 が重要にな っ て き
た｡ 逆に いうと, 物 を売る こ とを通じて活き
た市場ニ ー ズを知る こ とが できる ｡ 巾広い 知
生
産
場
所
生
産
場
所
(aト 工業社会
消
費
地
(b) 情報社全
図 7 設計 ･ 製造 ･ ユ ー ザ 間 の 関係
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図8 半導体用 シリ コ ン お よ び エ ネ ル ギ ー の
供給量推移 と鉄鋼 の生産量推移 .
9)
識 と視 野をも つ 人材 が求 め られ る所 以 で あ
る ｡
激しく変化する市場 ニ ー ズ が商品の短寿命
化, 製 品の 短納期化に な っ て 表われ, メ ー カ
ー の 設計部門では C A D(コ ン ピ ュ ー タ の 助け
で設計する こ と) に よ っ て, これ に対応 しよ
うと して い る｡ 最近 の新聞な どでは , 集積 回
路の 受注設計で 1週間の 納期 , またス ポ ー ツ
用品で受注か ら納品まで10 日間を可能とした
事例が の せ られて い る ｡
設計 ･ 開発部門に･おける他の 動きと して ,
業務 の 場所を ユ ー ザの 近く に設置する こ と が
みられ る ｡ 製造技術 が幼稚 の うちは設計部 門
が工場 の近く にあ っ て製造 と強 い 関係で進め
る必要 がある が, 製造技術 が進み, ユ ー ザ の
ニ ー ズ指向になる と, 設計部門はむ しろ ユ ー
ザの 近く で共通の 情報 を共有する場所に い た
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8)
方がよく な る (図 7)｡ 最近 の 半導体 をは じ
め , 各種産業分野に おけるデザイ ン セ ン タ ー
が大消費地に おか れて い るの がよ い 例で あろ
う｡
F A(Fa ctoryAutom ation) に よる工場 の
省力化に 比しオ フ ィ ス では それを進め るの が
難しい ｡ 情報を扱うオ フ ィ ス では , 情報の 生
産性を測る の が難 しい こ と, ま たあまり効率
化 を追うと価値の ある情報が作れなく なるか
らである｡ その ため に, OA とは Offic eAuto-
m ation で は なく, Offic eAid であ ると い わ
れる所以で ある｡ しか し1970年代に入 る と,
コ ン ピ ュ ー タ の 導入に よ っ て経理 ･ 人事部 門
の 業務 が省力化される｡ 1980年ご ろか ら マ イ
ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の 出現 で パ ソ コ ン ･ ワ ー プ
ロ ･ フ ァ クシミリ ･ 複写機 など い わゆ るOA
機器が登場し, 今まで嫌われて きた定形業務
の 一 部 を肩代りする こ とに な っ た ｡ 最近 では
情報の検索 ･ 蓄積 ･ 加工 ･ 伝達 ･ 文書作成が
机上 の 1 つ の ス テ ー シ ョ ン で行 える身近 なコ
ン ピ ュ ー タ のネ ッ トワ ー ク ･ シ ス テム が構築
さ れつ つ あり, さらに進ん だ OA時代を迎え
ようと して い る ｡ また ユ ー ザや他社 の情報入
手をは じめ として, 営業 ･ 企画 ･ 開発 ･ 設計 ･
生産の す べ て を統合 した戦 略情報シ ス テ ム
(SIS) が コ ン ピ ュ ー タネ ッ トワ ー ク で可能
となり, 新しい 時代の経営が行なわれん と し
て い る｡ こうして企業内の組織, 職種, 業務
の 内容が企業間系列を含め て大変動 を起 しつ
つ ある ｡
現代社会で は企業ばか りでなく, あら-ゆ る
分野に お い で情報機器をと りい れ て, 高度化
し変化 の 激 し い 社会 に 対応 しよう と して い
る｡ こうして投げる側 (世 の 中の ニ ー ズ) と
受ける側 ( 情報機器) の キ ャ ッ チボ ー ル によ
っ て過去に 見られなか っ た ペ ー ス で情報社会
が進行す る｡
こ の社会を創造した の が シ リ コ ン (珪素)
である こ と で , 石器時代 に なぞらえて 珪石器
9)
時代 と唱え る人も い る o コ ン ピ ュ ー タ産業を
離陸させ た集積 回路, そうして通信 に用 い ら
れ る光フ ァイ バ の母体 はそれぞれ高純度 シ リ
コ ン であり, 高純度石 英 (酸化珪素) である
か らである ｡
日本国内にお ける シ リ コ ン の 供給量, 鉄鋼
の 生産量, エ ネ ル ギ ー の供給量を年次別に と
一つ た の が図8 である が, 石油危機 が 叫ばれた
1970年代中期を境に鉄鋼生産も, エ ネ ル ギ ー
消費もほ ゞ 飽和 して い るの に 対し, シ リ コ ン
の供玲量が急成長を続けて い る｡ エ レ ク ト ロ
ニ クス 商品を軽苗短小化 した集積 回路はそれ
自身小さく作ればそれに伴 な っ て重量あたり
の単価が 高くなる奇妙 な性格をもつ ｡ そうし
て殆 ん ど重量 の な い 商品に高い価格 が つ く コ
ン ピ ュ ー タ ･ ソ フ トウ ェ アまでも間接的で は
あるが創りだ した ｡
こうして み る と, 1970年代中期は重厚長大
産業 の象徴で ある鉄か ら, 軽信短小の シ リ コ
ン へ の 交代期で あり, その 意味 でオイ ル シ ョ
ッ クは高度工業社会か ら情報社会 - の移行 に
対する シ ョ ッ クで もあ っ た ｡
4 . 技術の ト レ ン ドか らみた現代社会
表 1 で は各時代を代表する機器 (文明 の利
器) を ピ ッ クア ッ プ し, その 推移を人間の器
官と対比させ ながら示 して い る｡
作業する器官である手 の延長 として の 道具
が狩猟採集社会 で生まれ, 材料 の加 工に用 い
られたら 農耕社会に 入る と, それが機械 - と
発展し, 水 力や富力を動力 としたため に 力の
強い 作業器具 とな っ た｡ 第1次産業革命で蒸
気機関 が 出現して 動力 として用 い られ, 作業
ノ
カが飛躍的に 向上す る? 第2次産業革命 で は
制御性の よい 電気 と結 びつ い た電気機械 が登
場 し, 作業性を飛躍的に 向上す る'｡
他方, 移動器官に対応す る交通
･ 運輸機械
で は ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 出現 で 自動車 ･ 飛行
機 が登場 し, 人間の 空間的な活動範囲を拡大
させ た ｡
人間器官の 感知 できる範囲は数10メ
ー ト ル
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表1 技術の 推移と人類の 活動範囲の拡大
時代区分
人間の 器 呂 _
狩猟採集社会 農耕社会 工業社会 高度工業社会 情 報 社 会
頭 脳 そろば ん そろばん
手動計算機
電 _
~
卓
コ ン ピ ュ ー タ
目､､ 口 , 耳 ､ 鼻 の ろし 電 信
電 話
放 送
各種通信機械
コ ン ピ ュ ー タと
結合した通信機
械
辛 道 具
入力機械
水力機械
富力機械
動力機械
自動機械
(オ ー トメ ー シ ョ ン) N
U
㍊)FA
足.
馬 車
人力革
汽 車
(蒸気機関)
自動車 . 飛行機
(内燃機関)
コ ン ピ ュ ー タ制
-御による移動 .
運搬機械
か ら数100メ ー ト ル であろうが , 通信機の 入手
で全世界にまで交信 できる こ とに な っ た ｡ こ
うして み ると , 技術 の 歴史は人間の 活動範囲
を空間的, 時間的, 物理的な力の うえで加速
度的に拡大した歴史でもあ っ た ｡
現代では マ イク ロ コ ン ピ ュ ー タ が機械 と結
び つ い て工場では ロ ボ ッ トを, オ フ ィ ス では
O A機器を提供 し, さ らに F Aや O A が会社
全体 の コ ン ピ ュ ー タネ ッ トワ ー クに包含され
たシ ステム - と構築されつ つ ある｡ した が っ て ,
従来 の 工業社会 では各々 の 機械単体が それぞ
れの 能力を拡大 して い っ た の に対 し, 情報社
会 では各器官が頭脳 と結び つ い て い る 人体と
同様に, 機械 が マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タなる頭
脳 の もとで動作する ｡ さ らに , 各種機械 が通
信を通 じて コ ン ピ ュ ー タ と結 び つ い た シス テ
ム を構成する｡
利用の 階層でみ る と, 国家 ･ 公共機関そう
して 大会社 で 利用 されて い た 飛行機 ･ 自動
車 ･ コ ン ピ ュ ー タが最近 では個人 レ ベ ル にま
で 普及 し, こ ゝ で も ラ ジ オ ･ テ レ ビと同様
に パ ー ソ ナ ル な層 に拡 大 して い る ｡ コ ン ピ
ュ
ー タ でみ る と, その 入力型態が バ ッ チシ ス
テム (点) か らオ ン ライ ン シ ス テム (級) に,
そうしてネ ッ トワ ー ク シス テム (面) へ と拡
る なか で, マ ス メ ディ アか らデ ティ ケ - テ ッ
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ド ･ メ デア (個別的情報媒体) へ と流れて い
る ｡
こうして み る と コ ン ピ ュ ー タネ ッ トワ ー ク
で代表される シス テム は 高度工業社会 でみ ら
れる シ ス テム と質的 に異なるもの であり, し
か も現在社会の各分野に与えて い るイン パ ク
トの 大きさは過去 の産業革命に 匹敵するもの
であり, 今日呼ばれて い る情報社会は高度工
業社 会 に続く ポ ス ト工 業社会 そ の も の で あ
る ｡
5 . 量的な拡大か ら質的な拡大 へ
狩猟採集社会 の あと の農耕社会は数千年も
続くが, その ご の 工業社会 で百数十年, 高度
工業社合で は数十年 であり, 次第に社会 の変
革の テ ン ポをはやめ て い る｡ 今日 の情報社会
は も っ と短命の うちに次 の社会に交代する こ
とが推察される ｡ そうして , あ とに続く社会
は前の社会 の上に築か れて い るため に , あと
の社会ほ ど脆弱な体質をも っ て おり, 大きな
ア クシ デ ン ト で容易に変動する こ とは過去の
石油 シ ョ ッ クで我々 は経験ずみ である ｡
イ ギリ ス の産業革命以後 の産業活動 の増大
とそれに ともぁう世 界人 口 の 急激な増加 によ
っ て , 資源の 渦渇 ･ 公害 ･ 環境破壊 などが人
類 の重大 な問題と して ク ロ ー ズ ア ッ プされ て
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きた ｡ そうして最近で は地球的規模で生態系
の バ ラン ス の 崩れが問題 にな っ て い る｡ 炭酸
ガ ス による地球 の 温暖化, フ ロ ン による オ ゾ
ン 層の 破壊, 酸性雨に よる森林 の枯死な どい
ずれも人類の 生存にか か わる もの である ｡ 同
時に こ れらは 人間の 量的拡大指 向に対する警
鐘 でもある｡
こ の なか で最も深刻なの は炭酸ガ ス による
地球温暖化 の 問題で あろうc 古代オリ エ ン ト
に端を発し ヨ ー ロ ッ パ にか けて展開さ れた農
耕社会は森を見捨て , 家畜と の 共生 を特長 と
する文明 であ っ た ｡ 産業革命後の 産業活動は
化石燃料 (石炭 ･ 石油 ･ 天 然ガ ス) の 燃焼で
生ずる エ ネ ル ギに依 存して い るが, 同時に炭
酸ガ ス の排 出を伴う｡ した が っ て産業活動の
増大によ っ て人間生活を豊か にさ ようとすば
それだけ炭酸ガ ス は増大する ｡ こ の ため に産
業革命以降, 地球上 の 空気中の 炭酸ガス 濃度
が着実 に増加 して い る｡
人類 の将来を考 える と, 拡大指向の 人間は
従来指向して きた量的 な拡大か ら質的な拡大
に転換する こ とが望 ましい ｡
` `
1粒 の砂か ら世
界をみ る
''
,
``
蛙が飛び こむ水 の 音
' '
か らそれ
ぞれの 世界を思 い め ぐらす精神的活動 こそ今
後尊重しなければならな い ｡ そうして社会 シ
ス テム では 資源をリサ イ ク ル し, コ ン ピ ュ ー
タネ ッ トワ ー ク で構成さ れたイ ン テリ ジ ェ ン
トな社会を構築すべ きで あろう｡
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